
平成３０年度 第５回理事会 

日 時：平成３０年８月１０日（金） １５：００～１５：３０

場 所：テレビ会議 （つくば市、日立市、川崎市）

Ⅰ．報 告

１．平成３０年度の会計監査人の決定について

２．平成３１年４月期職員の採用について

３．障害者の雇用状況について【一部非公表資料】

４．厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」の掲載データの更新について

５．西日本豪雨災害に関する森林防災関係分野の対応状況について

６．カラマツ育種技術連絡会・情報交換会の開催について 

７．森林整備センター職員中途採用試験(平成 30 年 9 月 1 日付採用)について
　【非公表資料】 

８．平成３０年度森林保険センター統合リスク管理委員会（第１回）の概要について
　【非公表資料】

９．その他

（１）今後の行事予定について

（２）主要行事



理 事 会 資 料

平成30年8月10日

平成３０年度の会計監査人の決定について

本年度第４回理事会において 「平成30年度会計監査人候補者の選定につい、

て」承認を得て手続を進めてきたところ、先般、農林水産大臣から選任請求ど

おり会計監査人を選任したとの通知があったのでお知らせします。

記

平成30年度会計監査人 PwCあらた有限責任監査法人
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理 事 会 資 料 

平成３０年８月１０日 

平成３１年４月期職員の採用について 

このことについて、今後の採用については下記のとおり予定している。 

記 

１．研究職員 

採用時期 区 分 採用予定数 今後の予定 

平成 31 年 4 月 
パーマネント（＊） 

調整中 
10 月下旬 一次試験 

11 月中旬 二次試験 
テニュア型任期付

＊パーマネントについては、テニュア型任期付を併設して募集する予定。 

２．一般職員 

採用時期 区 分 採用予定数 今後の予定 

平成 31 年 4 月 

森林総合研究所 
５名程度 10 月下旬 一次試験 

11 月中旬 二次試験 

森林保険センター 
若干名 10 月下旬 一次試験 

11 月中旬 二次試験 

・森林整備センターは別途対応済み。
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理 事 会 資 料

平成３０年８月１０日

障害者の雇用状況について（報告）

「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、従業員数５０名以上の事業主に対し、

その雇用する労働者に占める身体障害者・知的障害者の割合が一定率（法定雇用率）以

上になるよう義務づけられている。

当機構（国・地方公共団体等に分類）の法定雇用率は２ ５％であるのに対し、本年６.

月１日時点（法に基づく報告日）での雇用率は２ ６３％となっている。.

このため、法に基づく基準は満たしているところであるが、引き続き障害者の雇用促

進に努めていくこととする。

－4－
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理 事 会 資 料 

平成 30年 8月 10日 

厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」の掲載データの更新について 

 表記データベースの国立研究開発法人森林研究・整備機構のデータを更新し

たので報告する。 

資料１－１ 厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」の概要 

資料１－２ 国立研究開発法人森林研究・整備機構の昨年度の掲載データ 

資料１－３ 国立研究開発法人森林研究・整備機構の今年度の掲載データ 

Ⅰ－４
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資料１－１ 厚生労働省「女性の活躍推進企業データベース」の概要 

トップページ http://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/positivedb/

9,526社が登録（平成 30年 7月 30日 13時時点） 

－7－
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資料１－２ 国立研究開発法人森林研究・整備機構の昨年度の掲載データ 
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1
採用し た労働者に占める女性労働者の割
合（ 区）

3
労働者に占める女性労働者の割合（ 区）
（ 派）

5 男女別の育児休業取得率（ 区）

10 管理職に占める女性労働者の割合

14 データ の対象

15 データ 更新時点

自由記述欄

【 個別企業ごと の詳細画面のみ表示】

資料 １－３　国立研究開発法人森林研究・整備機構の今年度の掲載データ

17

森林機構第4期中長期計画（ 平成28年度～平成32年度） における
数値目標

○平成32年の目標
・ 女性研究職の比率を17％
・ 管理職に相当する研究所の職位に占める女性の比率を7％

○中長期計画中を通じ た目標
・ 一般職、 研究職と も に応募・ 採用比率を30％
・ 男性職員の育児休業取得率を10％

現在の状況については森林機構森林総合研究所ダイ バーシティ 推
進室のホームページをご覧下さ い。
( ht t p: //www. f f pr i . af f r c. go. j p/encr /sokendat a/2016/j osei dat
a2016. html )

一般職 40. 0％
研究職 47. 4％

※１

一般職 17. 1％
研究職 15. 9％

※２

一般職 男性　 0. 0％
一般職 女性　 100. 0％
研究職 男性　 20. 0％
研究職 女性　 100. 0％

※３

3. 3％　 ( 5人)

11 役員に占める女性の割合 12. 5％( 1人) （ 役員全体（ 男女計） 8人)

単体

平成30年7月

16 備考欄

※１ 　 平成29年度
※２ 　 平成30年4月1日時点
※３ 　 平成29年度
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西日本豪雨災害に関する森林防災関係分野の対応状況（8月 7日現在） 

研究ディレクター(国土保全・水資源研究担当) 大丸 裕武 

７月１４日 

 近畿中国森林管理局の現地調査（兵庫県）に関西支所・多田主任研究員が同行し報告を

提出。 

７月２６～２７日 

 林野庁の現地調査（広島県）に森林防災研究領域・岡田山地災害研究室長が同行。27 日

に取材対応（中国放送）。 

７月２８～７月２９日 

林野庁の現地調査（愛媛県）に岡田室長が同行。 

今後、岡田室長は、３１年３月２５日までの期間中に２回程度の林野庁の現地調査（３

泊４日程度）に同行予定。 

 この他、今回の災害対応を支援するため、森林防災研究領域では、レーダー雨量データ

の解析、地理情報の分析などを実施中。また、技会委託プロ「災害低減」の共同研究機関

である岐阜県に対してデータ提供などの支援を行っている。 

兵庫県宍粟市の災害現場 

（撮影：関西支所・多田泰之） 

広島県呉市安浦町の災害現場 

（撮影：森林防災研究領域・岡田康彦） 

Ⅰ－５
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理 事 会 資 料

平成３０年８月１０日

林 木 育 種 セ ン タ ー

カラマツ育種技術連絡会・情報交換会の開催

１．趣旨

近年のカラマツ再造林に伴う苗木の需要の急増を踏まえ、顕著な豊凶等カラマツ種苗

の安定供給に係る課題に対する研究成果の情報発信や、関連する技術情報の提供等を

目的として、平成２９年度にカラマツ育種技術連絡会を立ち上げたところ。

この度、同会の活動の一環として、これら研究成果の実用化に向けての関係行政機関

等との情報交換会を開催した。

２．開催日時等

（１）日時：平成３０年８月８日（水）１４：００～１７：００（情報交換、現地検討） 
８月９日（木）  ９：００～１２：００（情報交換）

（２）場所：岩手県奥州市江刺区 岩手県立緑化センター

３．参加者

およそ７０名

（林野庁・森林管理局・署、道県、森林総研関係領域・林木育種センター）

４．概要

（１）情報交換

①カラマツを取り巻く状況及び採種園の重要性（林木育種センター）

②カラマツにおける花芽分化（林木育種センター）

③これまで行われてきた着花促進方法の紹介（林木育種センター）

④採種園の管理

・環状剥皮処理の方法（岩手県）

・カラマツ属における光環境の改善による着花促進（林木育種センター）

⑤種子採取

・採種方法や採種適期（林木育種センター）

（２）現地検討

・採種園における管理方法（環状剥皮、施肥処理等）

Ⅰ－６
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５．主な質問等

・採種木の着花特性の系統間差

・採種園における採種木の管理方法（受光伐、剪定、断幹等）

６．開催状況

（情報交換）

（現地検討）
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理 事 会 資 料 

国 立 研 究 開 発 法 人 

森林研究・整備機構 

今後の行事予定について 

月  日 
研

究

水

源

保

険 行 事 名 等 場  所 

８月４日、８日 ○ 昆虫教室 多摩森林科学園 

８月５日 ○ ○ 森林とのふれあい２０１８（関西育種場一般公開）

関西育種場・関西支所・中国四国整備局 

林木育種センター

関西育種場 

８月６日 ○ 事業運営会議 森林整備センター 

８月６日 ○ 保険運営会議 森林保険センター 

８月８日～９日 ○ カラマツ育種技術連絡会情報交換会 岩手県奥州市 

８月１０日 ○ ○ ○ 第５回理事会、第２回育種運営会議 林木育種センター 

８月２４日 ○ 平成３０年度北海道林業林産試験研究機関連絡協議

会総会 

林木育種センター

北海道育種場 

８月２６日 ○ 公開シンポジウム「島の自然と未来をみんなで考え

よう！奄美大島からネコ対策の明日を作る」 

早稲田大学３号館

６０１教室 

８月３１日 ○ 公開シンポジウム「君たちは大径材をどう使うか」 東京大学弥生講堂

一条ホール 

９月１日～２日 ○ 「ミュ－ジアムキッズ！全国フェア」出展 京都市勧業館「みや

こめっせ」 

９月６日 ○ 平成３０年度関西地区林業試験研究機関連絡協議会

総会 

広島県 

９月７日 ○ ○ ○ 第６回理事会 森林総合研究所 

９月１３～１４日 ○ 地域再生シンポジウム2018 in 山形 持続的な広葉

樹利用による地域再生 ～付加価値を高めて未利用

資源を活かす～ 

山形県米沢市 

置賜総合文化セン

ターほか

９月１９日 ○ ○ 平成３０年度林業研究・技術開発推進北海道ブロック会議 

北海道地区特定母樹等普及促進会議 

札幌市 

かでる２．７ 

Ⅰ－９（１）
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月　　日 行　事　内　容 出　席　者

７月１３日（金） 【共】第４回理事会 理事長、各理事、森林保険センター所長、両監事

１７日（火） 【共】農林水産省研究開発法人審議会林野部会 理事長、各理事、森林保険センター所長

２０日（金） 【共】環境委員会 企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事、法令遵守担当理
事

２４日（火） 【保】統合リスク管理委員会 企画・総務・森林保険担当理事、森林保険センター所長

２５日（水） 【研】マケドニア共和国研修生来訪 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

２６日（木）
～２７日（金）

【共】支所長・育種場長・整備局長等会議 理事長、各理事、森林保険センター所長、鈴木監事

２８日（土） 【共】森林総合研究所一般公開 理事長、企画・総務・森林保険担当理事、研究担当理事

３０日（月）
～８月　１日（水）

【共】北海道支所・北海道育種場・札幌水源林整備事務所視察 理事長

３１日（火）
～８月１日（水）

【育】関東地区特定母樹等普及促進会議 育種事業・森林バイオ担当理事

６日（月） 林野庁庁議 理事長

〃 【整】事業運営会議 理事長、企画総務担当理事、森林業務担当理事、法令遵守担当
理事、両監事

〃 【保】保険運営会議 理事長、企画総務担当理事、法令遵守担当理事、森林保険セン
ター所長、両監事

主要行事（平成３０年７月１３日～平成３０年８月９日）

※ 【研】：森林総合研究所、【育】：林木育種センター、【整】：森林整備センター、【保】：森林保険センター、【共】：共通の行事　 の略

Ⅰ－９（２）
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